
EASTICA・ICA東アジア地域支部規約

[注・ ローマ数字は、第1条、第2条…、アラビア数字は 1項、 2項…と読み替える]

ICA規約第42条では、ヨーロッパ圏外の文書

館とアーキビストは、相互協力を強化する目的

で、 ICAの地域支部を組織することができる

と規定しており、

また、 1993年7月7-10日、中国・北京で開催

された発足会議において、われわれは ICAの

規約と活動に適う目的と機能を備えた、東アジ

ア地域における ICA地域支部の結成が決議さ

れ、

本規約の当事者は、知識と理解の相互進歩、固

有の文化の保存と強化、および教育研究の振興

にかんする相互協力の促進により、東アジア地

域の人々の国際平和・地域平和と共通の福祉に

貢献することを目的とする。

したがって、この発足会議は次の規約を採択す

る。

I 名 称

1.この団体の名称は、 ICA東アジア地域支

部と称し、略称をEASTICA[注・エスティ

カ]とする。

E 目的と機能

1. EAST 1 CAの目的は、まず、 ICAの

目的の達成であり、さらに、次の各項目である。

a地域内のアーキビストと記録史料の保管と

管理に関わるすべての機関、専門団体、組織の

連携を確立し、維持・強化すること。

b.記録史料に関する諸問題について意見や情

報の交換を促進し、地域内の記録遺産をあらゆ

る危険から防備し、保護し保存するための対策

を推進し、これら記録史料の管理と保存のあ ら

ゆる側面での向上をはかること。

C. 地域内の文書館史料の利用について、情報

提供、周知徹底、およびより容易なアクセスを

促進するよう に努めること、

d.地域内の文書館史料の領域についての活動

を推進、組織化、調整すること、

e地域内のアーキビストの専門的訓練を提供

すること、

f.人類の経験の史料化と、人類の利益のため
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にそれら史料の利用に関わる、他の組織や機関

と協力すること、

g.地域内の会員の相互利益となるテーマを掲

げて、セミナ一、 シンポジウムその他の会合を

企画実行すること、

取会員

1.会員は東ア ジアの各国、各地域に限定し、

次の 4カテゴリーに区分する。

a.園、または地域の文書館当局、および全国

アーキビスト専門家協会で、 ICAのカテゴリ-

AまたはBに所属するもの(投票権を有する) ( 

b.記録と史料の管理 ・保存、またはアーキビ

スト専門家教育に関わるに関わる機関

C. 現在あるいは過去においていずれかの文書

館機関、文書館業務、または教育センターの職

員であったもの

d.東アジアの国民であって、文書館の分野に

顕著な貢献を行ったもの、または文書館専門業

務に優れた業績を上げたものは、総会でEAS

TICAの名誉会員に選出される。

2.1 CAのカテゴリ -AまたはB会員として

の権利と特権を停止されている投票権を有する

EASTICAの会員は、 ICAの要請により、

EASTICAの権利と特権を停止される。

3.会員でEASTICAから脱退しようとす

るものは、書面で会長に申し出るものとする。

この申出は、書面が提出された年の12月31日を

もって実行されるものとする。脱退は、脱退が

実行される日付現在、EASTICAに対して

負う会計上の義務に不利に働く べきではない。

W 会費

1.各カテゴリーの会員の分担金は、総会で定

めるものとする。

2.名誉会員は無料とする。

V 組織

1.EASTICAには、総会、役員会、及び

事務局を置く。役員会は、EASTICAのプ

ログラムの要請があれば、専門委員会を設置す

ることができる。
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l.EASTICAの総会にはすべての会員が

参加する権利を有する。

機能

2.総会ではEASTICAの方針と活動を定

めるものとする。総会は役員会が提出した計画

について決定を行う。

3.総会は、役員会の要請に従い会員が定期的

に提出した報告書を受領し、検討する。

4.すべての会員は、役員会を通じて総会に提

案を提出する権利を有する。

5.総会は役員を選出し、役員会の勧告に従い

会長を指名する。

定足数

6.総会の定足数は、その総会に出席している

投票権を有する会員の総数とする。

投票権

7.総会では、各国・地域文書館当局はそれぞ

れ2の投票権を持つ。各国・地域の全国アーキ

ビスト専門家協会はそれぞれ 1の投票権を持つ。

決定は、投票を有する出席会員の単純多数決に

よるものとする。

8.総会は、 1年以上会費を滞納している会員

の投票を妨けることができる。

手続き

9.総会は通常隔年で定例開催する。臨時総会

は、総会で決定した場合、役員会が招集した場

合、あるいは投票権を有する会員の 3分の 2以

上の要求があったときに開催することができる。

10.各総会では次回の総会開催地を決定するも

のとする。臨時総会の開催地は、総会があらか

じめ定めた場合を除き、役員会が決定する。

オブザーノイー

11.総会は役員会の勧告により、特定の会議に

国際機関の代表、 [会員外の]国家政府、文書

館団体、文書館機関、および個人を、オブザー

パーとして招請・承認することができる。オブ

ザーパーは投票権を有しない。

vn 役員会

構成

1.役員会は、総会により会員の中から指名を
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受けた出席者の中から選出するものとする。役

員会は、議長、副議長、事務局長、会計官、そ

の他必要と認められた者とする。

2.役員の任期は、選出された総会の終了から、

次の定例会合の閉会までとする。現役員は、同

じ役職に再選されることができるが、引き続き

2期以上、同ーの役職につくことはできない。

3.役員が死亡、または辞任した場合、残りの

任期は、当該役員の所属組織との相談・推薦を

うけて、役員会の指名により補充する。

機能

4.役員会は総会の議案を準備し、活動計画の

勧告を行い、これに従って予算書を作成する。

5.役員会は総会で採択された計画の実行につ

いて責任を負う。

6.役員会は、総会に対し、 EASTICAの

新会員の入会を推薦する。

7.総会の決定に従し¥役員会はその手続きに

関し独自の規約を採択するものとする。役員会

は、総会の運営手続きに関する例規を作成する

権限を有する。

8.役員会は、少なくとも年 l回の定例会を開

催する。臨時役員会は、議長の独自の判断によ

り、または役員会の多数の要求により、招集す

ることができる。

9.役員会は、前回の ICA総会以来の活動報

告を、次の ICA総会開催予定日の 3か月前ま

でに ICA事務総長に届くよう、送付しなけれ

ばならない。

10.役員は総会により付託された権限を、 EA

STICA全体のために行使するものとする。

定足数

1.役員会における定足数は、出席メンバーの

3分の 2とする。

四 事務局

1.事務局は必要なスタッフをおく。

地は総会で定める。

その所在

2.事務局長は事務局の長として活動し、議長

と役員会に対し責任を負う。

3.事務局はEASTICAの所有物を管理し、

保管する。

IX 予算
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1.役員会は、予算およびその執行の承認を行

い、かっEASTICA会員の財政的責務の割

当てを行う。

2.会計官は、役員会の承認を得て、直接国際

団体、財団、協会、個人からの寄付、寄贈、遺

贈、及び補助金を受領することができる。

3.会計官は、役員会に対し毎年会計報告を提

出するものとし、またその写しはEASTIC
Aの投票権を有する会員に配布するものとする。

4.会計官は、総会に対し会計報告を提出する

ものとする。

X 出版物

1.EASTICAは文書館雑誌あるいはニュー

ズレターを年 1度以上発行する。

2.役員会は、編集者を指名する。編集者は役

員に限定しない。編集者は編集委員会を指名し、

この援助をうけることができる。

XI 1 CAとの関係

1.EASTICAはICAおよびその共通目

的に定める各機関との密接な協力関係のもとで

活動するものとする。

2.EASTICAは当該地域においては 1C 
Aを代表するものとする。

3.EASTICAは、 ICAの会長を役員会

及び総会に出席すべく招請するものとする。

XII 規約の改訂

1.本規約の改訂の提案は、総会の 3分の 2以

上の多数決で承認を得たとき、発効するものと

する。改定案文は、 事務局長から各国会員に対

し、総会の 3か月以上前に配布するものとする。

XIII 解釈

1.本規約の正本は英語版とする。

2.本規約の解釈を巡り疑義ある時は、EAS
TICAの総会で、その定められた規則と手続

きの下で、これを解決する。
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EASTICA 2か年作業計画案

EASTICAの業務の目的を推進し、東ア

ジア地域の文書館業務の発展を促進するために、

むこう 2か年間の作業計画がまとめられた。そ

の目標は以下のとおり:

1.団体の運営機構を整備し、会員を拡充し、

かっ文書・情報・ドクメンテーションに関わる

機関および個人、ならびに関連文化活動に対し

て、EASTICAへの参加を促進すること-

2.1 CAとEASTICAの規約に定められ

た地域支部の目標と機能の実行、ならびに総会

で決定された方針と活動の実行を行うこと

3.2国間および多国間の文書館職員の交換、

専門的訪問、専門家派遣を含む、様々な方法を

つうじて、東アジア地域の文書館業務の発展の

促進を行うこと ・

4.ワーク ショップやセミナーの開催や職員研

修の交換をつう じ、文書館専門家研修を強化す

ること。とくに、文書館運営の自動化に関する

ワークショップは、1994年、中国、北京で開催

されるべきである -

5.各機関が、東アジア地域の収集資料をより

豊かなものとするべく、自発的参加と相互利益

を基本として、マイクロフィルムを含む文書館

資料の交換を奨励すること;な らびに今日東ア

ジア地域の外に保存されている東アジアの歴史

に関する記録の複写を作成するために共同行動

を起こすこと・

6.この地域の文書館機関相互の専門的文書館

交流と文書館刊行物、文献の交換を奨励するこ

と

7. 1995年に開催する第2回EASTICA総
会および“文書館運営の近代化に関するセミナー"

の準備を行い、 より多くのアーキビストがセミ

ナーに参加するよう呼び掛けること -

8.機関誌『東アジア文書館」を発行し、この

地域のアーキビストの情報交換を強化すること。

訳 ・小川千代子(国際資料研究所)




